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野田他：統合保育の効果にづいて：て陣害児に関する研究）
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野田他＝統合儂育の効果にっレ》 て1二1（瞳害児に関する研究）

の濁象児胆少蕪睦上，：1保育園児が多く，kすでに何年かの

保育峰験があ多璽に対し頂，1』5歳泥は就園年齢睡達餌た

矛傷が当然の蛮とし、ス入園 し， ㌔よ．う、やく、11／年聞の保有が

終っ，な≧いうン対象児が多かっ恋蛮殖由来するものと考え

航れる。
』

＼』』く、．1に ぐ∫』…k』 　、、∫・i』
、」

1・1〕1凝〔・・ 』く』※』

く尽稗像＞ミ｝．｝審自 、く、 f誹．i蝋・C軟婿駐ζ・く／茂、～：

　r艘的な保育幡おいても保育効果をあげ姿ためには，

母親指導をな おざりにする瑛が出来なヤ：・胆，シ、争どもに問

胆がある揚合は，1ン母親劇身も問題をかか柔て吟愚揚合が

多く，統合保育を推進して行く． なめには，、＝その対策をた

てう事も追また1重要な景とと、なるぴそ．；で保育者が対象

凪の母親Kどの‡うな問題を見坦して野う．を知ろうとし

たものであり、，よ・く保育者か：ら語疹れ1る次の間題、をあげ，

．、、．（Pぐ他鷹）母親ζiなじま，登恥・て
＼

こ：・ζ、“iiiギs£．i．1
質

　・（2）・ぐ園や保育者冬⑫粟求が強い　，ハ旨 邸 ＼i 1ヤ統～
い

　、へ（3）保育者犀濁して・』を ひらかなヤ、二：｝美鳶シい』』1
r

ゴ1 毫）』、髪本児の詩？間題荻桑、：よぐわかうで燃ないよ．うであ

　1£る，、；一 』，。く・ぞ避戸斌～ ÷．’ 二7

r・’1 酒 ビジ，脈≡i、ri1．ll…il悼、・

　∫サ》・・1本児の赴っ問麺を認めなぐな鞭よう．である、塩髭．

　1（β〉感本児に対して無闘心である且忌・1シふ1ン、じレレ∫

r．1（7〉・窄黍児履対しらて過保護庫ぎる ｝ド「1驚』雪▽一t ：ゑρ，，

1「⑧“園Q指示犀非協力的である．㌦r　rづ、・ζ』llて鹸11、、、1赴卜r

・そ、れ等の行動がみら 秘るかどうかをなず祖た．獣⑳頴、あ

る。 こ1』1』 ．nl汐，j　l 、』気く》戸ノ居．☆蛎六べi虫　τコー1・［執琉

　一、間題塗し，と答えたものは，、し42名1で全体Φ β5ム6％冗をし

め，∫ 問題あり とされたも1㊨の，，うおわけ昧第β』表㊨通り

である。論r』外・． こ Fへ、ビ 』』｛オ、、1： r一ア賞密＝1融ド l・戸写－㌧

61「子侮の問駆を理解していな硲」 ，あ為曳、は蕾認めよう」

と患てめない」1、礁ζ過保護な母親の憩度が問題と躰り腫

硬る・（描e．糖多レ）審がねかる・，5こ れ頃子供がまだ幼児期

でお盗礁にょ・る特県幾も．騰尽そ．う：であるβ詐ぐ耐i・〔1く’∵鍔1

塘8 表Cr㌧＝k；一』㌧丹一※y・賜献で三二浮阪腿こ漁

己》、　L　　、　ゴ’　　、・・ へ

一r！謡・
《〔㌧』こ

、F
1．ジ｝’・ ∫ギニ ，，

．鷹懲㌣

他ζな鵡まなシ酌さw・競藩、「吐、涼冗／’湛βi；iζ磯」

・ ri・ 要勘脚、ノ 『　、、　嗣 纏2，r ルぐレ

，1先隼と親レ茎参い、、　ン、llし1 、“、1怨、
、嚇

，、．噸勲湊感転）恥・
、遭黙勘弾、一、、、　無関ず心い

　42，
聾云ご踏乞ム

、30

・糧保’・㌧護・忌　男 　1論1、ξ（3r
りしぐ い協“力六へ《辞シvご」 　　　‘　　＝

ザ 派

員■ 、一r、［ ㌧♂ 』』■1』こ」㌦．N ン 　τ’、“　　 ！、 ’：n∫

《受みれ」則の窓識＞ひ，1い，漂ぐざゴ1ブし』1・．1〆誕11 辞二く 1ll

＝．ヤ次礒，叉受入れ側と、してず、、対象児の入園馨積極的に受入

れたもの である瓜どうか，弓対象児を保育、した、二とを，．ど

う受けとめているか等についてたずねた。桑忽は，9ま準

耕騨樽受興聴 鮨般化していながった弊

は，われわれのエネルギーも，その子供が健常児と共に
ごヤ　モドリ　デペニド ずり 　ドこゴドゆいコロち

過1せ1る集団の申にズる礁め重要性をとき， 入園を許可し

てもらうところまでこ齢つける癖に，』費や1ざれ捻がひ最

近のように；それを拒否すう事瞳時代め沸れた逆5湊満：
　　　　　　　ロ　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　ざ　ア　　　　う　　し　　ヤ
とにもなりかねない機運の高まりの中で1ノ’受取る側の問

琴への郵づくみ轡聯鋪麟ゴ飯ll醗
である」

ざ帯…瑳凝也勇ピ烹を媛郊レ製る巾にも尋まだまだ母綴との

11三議の関傑が成立し驚お勘ず，他の子供に対する関心

も、ほと・ん一どな6，ぎ、も・爽に該当霧齢に達したか・1ら蛮と1はノい

え，貞刺激の多吟集団に入れる犠力なr むしβ本人の成長の

順序性を漁ずゆてレま与ξ考え られる5歳児が戸母親の

熱意におし切られ急入園；じにしまう例も少なぐ・なレトぜ．・ゑ

　その結果，、子供も保育者も跨たびれ果ててしまう例訟

ただ子供の型としての行動の変化を追う蛮のみ嘘祭雑し

てしまう例などが多くなっ ているのも，むしろ当然のこ，

論励』 辱御子供の成長にかかわる者としてのあり1

方が悟母親指巌1と共にナぎびじく問われなけれぱならない「

噸酵熱亡1
ジン1二、、マ ．』、、》砿矩厳i

．イ難r…1，睾7

｛、F，、（、
二1∴ 繍

、 び ト！㍉｝“・一 へ』㌧』
＝1 　㌔　…　　　　　』　『・　、㌔1！・

鍵まづ対鎚児のλ園に救して鉱積極的，1．ある｝ミ破当然の

こ之と二、し斥受入れたとするものが半数以上を占めて，い逐

事は簿保育界の統合保育に対する・意識の高まiりを示す数

字とみ庵よいであろうぷ園と1しでよ珍轡辮担任個木と，し

紛職の方が貼り鞭的筋るこ；猷鉢疎麹
1毒起あい重あβ保育という営みの中で尋ま，』よ、ウ重視ざ鱈

な肪ればな就ないし， ・保育を受ける側の障害児に．ど参て

も心強妖限りriであろうが，．園全体と しての障害児婆のど

ワ桑みに離する姿勢は館そ満。で働 く保育者のそれに与え

る影響む大き孟，1、、むじろジ計ごこ．まで高まり つつある傑育

者の意識を今後，』～どのよう，に援助し発展させ尉がは沁園

どじての姿勢を∵どiう作づて行く・か，㌃今後の問題どな；穎癬

あろう ♂、園とじてよりも’個人≧1じての穣極さi）醸出∫た丼事卜・

は，この回答をよせられた保育者の保育経験の舜鴨電参 ン

が多かった瑛によっているのかもしれない。（第二9i表》、

なお賠受入れの積極さには、子供の状態力濯きれ程の影

　　　　　■　　　r

》　い　　　　据i　lし　　　け
園と・』煮 、皐曝賑

薄聯喰勲獅，淑・・い当然の婁として受ズれた仕方なく受入れた・し跨渡矯たと

’ぞ輸・他㌧・”

　　24

　50
訊o㌧

》、“1、

　16r
、 一一

ト1

4㌧1，1 き引

　　31　　、

’　　⊃、

　71

　3

環～
一あ3、 　　　　　　　　　・藍　■　　　　　　　　　　　　　　　　　一、　　r一”　　ゼ㌧1　　㌧、－
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然第9電一畠表τ二．、寿昌一、㌔『 』》㌧ しゴ．『バ　・、
阜・

☆△・腹爆毒繍義
1』積極的に受入れた』∵， 1 31一

レ』 1嘔 ’5こ 5
当然の良≧ごζし頴舜みれな 4Q』 1講71：『』 享6「（ 15・

勉蟹1野拠、

、、2』r
、〆 1 賃い　■

・．堕ず瞬独隔
1Noranき

　
5．トで聖iい

乃、11

　3

ユ＿㌔－、

　　一（、　　

響を与えて》、るかをみるため〆全体を通じ先の問毯行動・

の得点がらぞ上位20名・下位21名を抽出し露ぞの両群に

ついて検討を加えたのが第19藁2・表である5二豊こそは園

と㌧てむ，／k担任どrしてむ，1両群がほぼ同・じまうな傾向を

示』している癖がわかるボという事ほ，、1子供め状態“かん

よ駄も繁やるべきだとする理念の方が先攻もている績向

峯示すものとみてよいのではないだろぢiが。訴。』S　

1第‘礒邸』ミてー・、・富鵜一賦～ 』ン 」5i』3△

　　　　　　　　　　　　　％　　　 ％
楽しレ、蛮も多かった　　　　　　　　　　　76　57．1　12　42．9

他の子嵯への影響グ気に
　　　　　　　　　　　 2317．3なる

軸蒙1謄か翻kぎ・ i

　　　　　　　　　　　12　9．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．5
　　ドドヤ
そ　の他　　　ぺ二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’31鯛　　　　　　　　　　　2216．5
　　1マ　　　　　　1琉

　　　ンl　　　 　　　t・1　　　　　　　　　　　一「いこ1 ン
二、r1

肉r僻当勉鱒してみて」とレ｝』う卵マr対1しズ

は第醸のや姻撰得摩・ここでも・彫醸肺
ったが，楽しい事も多づたとする肯定的な気持を表現し

たのが全体の57．L％を占め，』入園に際してめ積極的な気

持が，ン決して〆1ぞの場限りのものでない事を示・じでギ・

る試だだ1「他の，子ど必、への影響」 が気になづたとするも

の，fある賊よ専門家との連携を必要とするものがいる事

べの注目恋．忘れ｝てはならないであろう。串実このご．と・は

∫保育者との話し合いの中でも，』しばしば保育者がら指摘

ざれる点廼あ携¢ぞごには棺反する2つの感情が流れで

熟る事を寒経験する事む多いらすなわちゲ障害児べのア

ブ堅←：勇示先皆する｝あまり『，二、健常児へのどり組みがあら

窟墾り厚参蓼保育む中でγし健常児をも大切にして行かな

．け1ればど思与｛気持がぢ鎮liよなげかけられる疑問と， それを

前面に押し…出漆誉どによゆて，ン自己の障害児を保育する

礁！ざの否定的な気持を合理化じてしまう 場合と があるか

なである詩鯨蝉し粘鵠累ざ，潔1℃： 1・シ∴曳△ 1・ズ

　○月「○ 印“弓：郭云．」ε薫・ぐ・入：＝／ ∫ンいミじ践 1！、一、 ぐ1』1

き！…聴犬きな積木、を使掛て戸4：弔5太の子供恭飛行機を作

c略せ熔る；デiロ人クンザ蔵ダ駁のむと 二致協力詳今まきに
rI ．全員が乗お：う．どじだ時，～1目にもとまらぬ早きセ是ら 七

・・ た自閉症児あ体がぶっカ㌧1り：必苦心じて六彦シズを保

』・たせた翼の片方がガM無惨にむピわれ菱評次の瞬間，（自一

　閉症児の姿はなかった。一瞬の異様な静けさのあとザ、

　2人の子供が20分以上もかかって自分達で作参だ虐分

　逮の飛行機をけ散じダ∫ヒわε始めたのほ〆まら たく同
Ll

時であらた5・・他め子供も加わる5 ≧言もなぐ，与差だ積

』ぐ木に体当り して行ぐ姿が1，己彼等の怒り・のすござを表現

二、し之“るよう，屯あら た。ンい1∴旨』い．

　ヌ先生演どんで来る「ごめんなさ熔ね5∴B君，・1わぎど

「やらた恋じ尋ないと思うのぢ君まだ赤ちφん酒しま，シ

　みんなは もうお兄さんなんだカ」ら両一ら・がまんして」㍉

　以上は2年間のセラピーの後，』幼稚園把通うようにな

ったB君の幼稚園へ，その後め様子をみ純行6たセヲピ

不トによって報告されだ保育室委の一とま1セある。百分

のやらた挙が非難されなレ、自閉児にとi6でゾ壱の幼稚園

の空間は確かに住みよい所であるだろう。しかし，き20分

以上もががり』，㌧r自分達ゐカを出じ切らiて作らだも二のをち

いかにわざとではないどレ～え藁瞬めヴぢ猛ごわきれ宅し

まった子供達のくやしさを思えばダ
：‘

の上がま濠する嚇

を要請する事がよかっだかどうがε：、終やむざをやわ錫1げ

るためにまず作りなおし宅あげる保育者め恵》ミやザが，弘』

子供達に，他の人間を思いやるやさしさを育てて行ぐめ

ではな1いのか，r｝思し、や琴てむぢえる事もなぐ，」思頓やる

來を丼強制ざれる結果が，結局はあの子さえいなげ牲ば

という気持を育ててしまう癖にもなりかねない。・まわヴ

4）子供を育之る事が，1結局はそごに5る障害児をi育淀る

礁になトると・いう指摘は，い多く・の経験者‘こよ ら！てトざれ宅“

るし誤て「共に育つ保育．r・と・）曳う事昏まやさ「ビ》氏，sし＝1外じ実

践する事のむづかしざほ，1’今後め保育者養成にががわる

間題であり，統合保育を成功させて行くかどう公璽鰹と

な蓼あうう戸

専門機関どゐ連携についても同じような事がいえ，こ

れ等の問題への適切な対処がのぞまれる涛訪ろち評

次乾こ誇後艶する酷の有郷蝕乍碧癬線
をあら塑たのが第厳で殊，鴛で煎難でもよ
ヤ」と解的な答えをしたもの力勤璽1購期め・

保育者の積極的な姿勢をみることができる志 』ただ頁閉性

　　　 ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く」■　己ン』1　『’ノ1

の強弱に，挙り，「やってもよい」とする豊の桑，正もう・

少し軽け燕ば」とするものとの多少が入終か凌？っ奪いる：

事6当然といえぱ当然だろうが，全体を通してみた揚合

にはその傾向は弱められるが，両端感どぷで検酎匹醐

合，・．やはり1今後続けて行ぐか否がの意欲には，象受持ろた

子どもの状態が影響を与えでいるこどがわがるδ恢㍉、
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野田他＝統合保育の効果にりいて 〈障害児に関する研究）

第ll表

今後の‘担任’恒1啓数肥首閉酵窟1閉1⇔
1％ ％ン’い1 ％

やってもよい 79　66．9
．8 38』Pll ．16三80」0

もう少．レ軽セ地ゆ 、16、113， 6L 、11r52二4・ 二1』5ゆ
もう少し重くても、・ 3r ：・2，5

1

2、10、0

やりたくない 2，、1， 7 2．㍗ ．9．5．　　　』r　■＝

　　　　　　　　　　’　唱■

条件づきでなら1 131L9
〆

Lr5

そ　の　他
5r

．

2
　し　　

1、10．0

第12表

専門機関に・　』回答数聖自 閉③・自1 ’合

　　　　　　　　　％　　13 ．　　ヱ
通っている　　　　61　5L7　　　　5、　　　・

通っていた、 り・一
・7斡！尋二△｝

通っていない　、4＄・、⑩趾　、∫淋

Noans　　　　2　工7
　　　　　　　　　　　　　 『』 ヅ　　」 r

馴機関との連携は保育者力哩むから・と：いう消極的な

ものではなく，eむしろもづと積極的に推進されなけれ’ぱ

ならない問題であろう。手参考までにごの調査対象児の現

状をみ多と次のよち である“6・専門機関がどのよウなもの

であるかは今回の調査ではふれて焼ないが，157，6％のも

のがかかわりを持っ、ている、蛮を示す。 1項汁．、

　第13裏　　　　　　　　！

他となじまない

要求カミ強い

先生と親しまない

’問題がりかつてヤ）琴り、

問題を謬夢琴珍
＿1’

一関1心㌔㌧

　　　　　　　　』ヤ、『過保護　　　　｝
非協’カ・　　「

問題なしぷ∫沼 r・

通づてV、る．
いた

ト‘いLな・．い

ノ、 ノ』．し■へ

』11Qい．　　　　8

　7　　　　
5、

～・6．、1、づ　 工4／’』、一．

18
　　 34．』＼

　　　　　．16、
．亀 『　　r4
19」　　12改乱

’6”∫　　　』8卜

；29∫＝483’唱12・25．5

　　　　　バー〉　 　　　　　　　　　　　　　一㌧ll　＝iり

　さらに，その專門機関盗通づているこ1とが，』母親の態

度に，影響を与えているかどうかをみるため診その母親

ゐ態度とクロスさせたものが第13表であ6み専門機関に

通っている，またはいた事のあるもの、に問題のない母親

「｝一 ’　f

ド、　’

ぐ、、　 「』
㌧㌧ 　　・丸

』’　『F　　　
叱』

「、　　’”

が多く，また，いない者に問題が多い事は当然と“えば

当然の婆といえるが，当然の礁であるだけに適切な対策

がたてられればジ、 ＝ぱい結果が得られる可能性も大きい卒

を忘れてはならな輩・であろう。　　　　　べ ▽

　1へ』b；・r．r穿 ∫一 ピ「 1』1’C』ド：
』’ ン㌧　二・1・｝’〉

　Wおわりに　　，、』．、’・（・ r、

r乙1

｝歯『一、

　障害児保育の効果に関しては，一 現在多 ζの入々の意見

がきかれる恭，、ト結論については，、その意見の間にかなり

のずれがみれるのが現状である。㌧’し「F ．∵1染　 こ1

　ぞうした意見のずれを招いだ背景には，G一口に陣害児

といづてもr， 、その障害の程度や種類にさまざまめものが

あるという障害児の側における問題や，1受入れ側の体制

設備などの条件の違いなどぶあるのは当然である訴われ

われが行った調査の場合も， そう，しだ障害児の側の条件

と，保育する側の条件とのからみあいの中で，t ぞの効果

につい，て検討する こどを旧 的としたもめ窓あり
，1

調姦も

ぞの線にそうて行なづた、わけであるもトしがしなが ら’：1回

収率の低さや，調査内容のかたよ防不備もあり必ずし

も満足廼1きる結果を得たとぱいいがたレ～ ものどなっでし

まった。今後，できれぱ，さらに障害児の種類。 程度と

受入れ側の条件匹ついてく・わしぐ調べ統合保育の効果に

ついての正しい評価を考察し，き障害児保育の発展に寄与

することを念願とし，研究を進めて行くづもりである。

同時に陣害児保育は決して個々の保育者の善意のみで効

果をあげら：れる一ものではないことは当然であり 試高度な

保育技術の開発が必要になる。そのためには保育現場か

らの障害児保育についての活発な保育学的アブβi一チに

よる研究が大いに期待ざれる61㍑ン蹴〆’ 培ぐ二〔ト i※ト

　おわりに，今回の調査に御多忙中に海がわらず快く，

回答をおよせ下さった保育園 8幼稚園の先生方に深ぐ感
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湧』（附表）．贋問紙の領域別項目 う1・、写弓．二、モ諜r
1こ、 i

、こ（1）葦皆と回、じ早さで歩いたり，』」走づた1り
することがで

　　きない。　　 　　　、．て・よ、1 』．・∂）ト ・、1、「、」 1．ン、き．＝ 『．、

　（2）はさみが使えない等，指先きQこま為い恥きを必
　　要とする作業ができない。　　二：：1々竪範　4

三1（βン（π極蝋に動作が遅い6：．』』i・』二貨艇咳’rン．しil、、
ミ

P

r・④．こ戸外遊具をつかっ．てひとりで遊蓉るよ、鳶
・．

　（5）音楽遊び，リズム遊びにっ賑憲行けな）・。．、、：U

』く（β）∵1嬬初子供達の活澱な遊びにρ嚥行けなレ・。

ン∴（7）」理動会に参加させても 集団か ら．はずれて しまケよ

．⑥ 激しく1動き．まわるる： 、屠ご』．llで☆瀧5．郎、き、㌧こ♪くr、

　．・r適イ・帰 二τ『 1
”1；訳〆［1信・、ヒン揺警げ麟参；C

，1、．、』1『』r，

rl（9）ご1順香が待てないdl｝，、＝・、、『L（艦気、r・ ll型・・

二』⑩焔いじ、らてはレyけないも のを勝手しに娯じる♂：ジ 11．

二（眺齢鞭人軸のとの鴎σが鋤蝿妙試、

鱗糊賜所や物に騨いそれ蝉り移行が騨
　・’である。 卜1＝＞ト』『」1

・・
（・ い∴：盗15 ．ツ・そ『ll播、穿ンニ≒

』⑬， 移動する時蟻ちいち俸育者の手助げを必要矩、・す

c』るo・1．，羽て氏沢｝ヒ，rて二』♪〆二・’　，｝
i、畠91，・ ，憩や』肖二㌦、

澱趣魎饗ならないと稗ッ∫クを鑓す6㌧ 至

』』¢＄、衰旦機嫌をぞこねる，と，∵もどに1もゼすのが大変で

　・さある。k儲 』弓質．ン・
；』】、

・、1⑱．、危険な礁を宏る6．』3只．

・』⑬i』弛爾子ど蹴をつきとばしたり危ないめにあわせた

耀倣郷鯵る6『＝♪ぷ．ヌ』 1．、
・ 』貯． r』tlll♪な、1レ£

隔⑬よ自分の裂芽ぞ蹴わかづズいるず’ 1、♪』胡一、え 1べ二、・

　⑲園かち外へ出て行く辮はないが，決められた教室

＞にはいなレ部力ζ掛タ。ビ 、ノ ン』1、、 rべ』：ニズ

＝：餓理嚇醐てiしまう51縞い
．・

・』〕』1．』ゴ1、、㎏…・1

¢ゆ （、自分へφ関やをひくため・危険な裏をす多ため）

　哨騨榊臥蝦鋸齢ない鋤ミ多い．
　課’ 題・嶽メ・こ’

1勲遡生の脚；錫ず勝手な挙をしている．！」

剛派轡的酷せ厩噸示された こどが わかる。

鍋騨嫡セ煙る撫』撫～な礁はや肋と．しない。
に鯉午皆と撃緒導や1ろ1うミと1する気持はみられるが，出来

　 ない事が多いよ＝

鮮蛎紳繍は一応鴨が難きせず，すぐやめ
　 てしま う己

⑫り嘆牛狩れない・

鈴締騨の時（ただその駄いるだけだが先生が

　そ嬉に？いていれぱ他の子どもと変りなく）保育に

　、参加していられる．。

　遊　　 ぴ

11

　⑳　玩具で遊ばない。　　　　　　　　　　鑑耗謡

餓『、柚施捗，き麹つ漁、る嚇熱、ξ』》

．、
餌玩具騨期外雫ので遊ぶ…

　1⑳』簿遊具で滋く遊客。1ゴ・渉　べ1　　’“；」：一㍉

：㈱趣こい馳擁懲1り1弊“奪1！1
！

㈱ 1ルrル鏑る洋び鯵加煙る・ド』～1．，

騨純雛びなち耀遊醜lll 一1．；と．ン

餓 （追いかけっこ。 蓼）1力嚇智気、
　鋤何んと馨く子どもあいる所を好んでいる様である

　　が一緒には遊べない・ 　　　 戴こ：愚

餓脚確⑩塑蜴瞬 ずるC、、。．，

⑨p物をなげ肇ピ確

　　等　活』1 1羅

⑩歪…（蜘脚職し碗レヤ』』『’鷺1
鱒められ螂屋で轡を鋳・ゲ塩藷

　㈲ 食凄をこぽす。

『” 飾の臨途員め準備がどとのうまで徽な嘱
』こ㈲ 他の子どむのお弁当をた容てしま』うDパ』二

、』

二誰＄．，・1ひと、り葱降園め仕度ができない6：『シlrl」1 』11』二k』一・・1L・

・！㈹ニニ省分の持ち物を所定の位置にお恥だりこ，∫管理すぎ

駁 曳二とが できない6・［〆∫葦 1之1笥1
ト1 、、1跡ぐ㍗ r略＆（｛》シ

　㈲上履と下履の区別がづがないσ弓、二＝灰津、、峨蕪1．

　⑱　園のきまりが理解できない。　　　　　L
，、ヒマΨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン」命』亀属
㈹，隅のきま鱗醐づかない。
’対1入』関係　　　’”

　㈹　耳をおさえている那が多い。　‘ヅン’㌔i　kl＝；藁、1

　⑨　目があわない。　・　 　　　　　’1「ll蛇

⑨人酬ないとこ舜馳㌧1’illl捨1 シ鷲
働 友達からの働きヵ1けをいφがる5Cr‘所＝諒搬il

　　　　｝い　　　　　　　　　l　r　　　　　　　　　r　l・ 、 二r聾ぐ“1」．畠1・・

働 （ラれは保育に律立つ・困った輝西璽峯軽

　が櫓こいった子どもがいる・ 　二どト1
69他好ξもがやっ∫いることのまねを蝿・．、．

⑯．沸リテのや？メ噛韓よくみてレ・る91，櫨影

働一自分の方か俸子どもに働きがけるず

∫略3翼先生のそばにばかりい、るび、一り』‘貼〔 』，：、1（監ζ

』．⑨い担年犀母がわかづている。さづ二iでぺ‘｝i“ダ、『ご・評

1λ言罰 ： ，譜㌔』み、｛期三＼蔦』』ジ㌔匂1～二才・バ 、へ重隷∬

11紛矯こ とばが加 ・。 ト、！ 』㌧・ ．』I
』｛、㌧｝r．＝ン誓『凝

⑥　奇声を発する。

㈹ ひとりごとが多い。

㈹　言準はあるが会話にならない。

㈱　その場の憐況の説明ができる。

⑫9発音が不明瞭で何を云っているかわかりにくい。

⑱ゆ不完全だが自分の要求がいえる。

㈲　こちらのいうことがわかる。
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